
資料 １

真岡市水道事業 概要

第1回 真岡市公共料金審議会

真岡市上下水道部



１ 水道の仕組み

目 次

２ 真岡市の水道



水道の仕組み



4

水道の種類

• 真岡市水道は、水道事業の上水道事業として運営。

• 水道は給水人口、供給目的等により以下の５種類に分類されており、真岡市水道は上水道事業の事業として
運営している。

水 道

水道事業

水道用水供給事業

専用水道

上水道事業

簡易水道事業

簡易専用水道

その他の水道

水道により水道事業者に対してその用水を供給する事業

受水のみを水源とし水槽の有効容量の合計が10㎥を超えるもの

100人超の特定の居住者に供給するものや一日最大給水量20㎥超のもの

（飲料水供給施設 など）

計画給水人口5,000人超の水道事業

計画給水人口100人超5,000人以下の水道事業

（水道法第一条）この法律の目的

この法律は、水道の布設及び管理を適正かつ合理的ならしめるとともに、水道の基盤を強化することによ
つて、清浄にして豊富低廉な水の供給を図り、もつて公衆衛生の向上と生活環境の改善とに寄与すること
を目的とする。
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水道施設

取水施設

貯水施設

導水施設

・・・ 水源から需要に応じて原水を取り入れる。

浄水施設

送水施設

配水施設

┗ 取水搭、深井戸、沈砂池 等

・・・ 豊水時の水を貯留し、降水量の変動を吸収して取水の安定を図る。

┗ 遊水地、溜池 等

・・・ 取水された原水を浄水場まで導く。

┗ 導水管路、導水ポンプ、原水調整池 等

・・・ 水源から送られてきた原水を飲用に適するように処理する。

┗ 浄水地、消毒設備、排水処理施設 等

・・・ 浄水場から配水池まで浄水を送る。

┗ 送水管路、調整池、送水ポンプ 等

・・・ 給水区域の需要に応じて適正な水圧で需要者に供給する。

┗ 配水管路、配水池、高架水槽、配水ポンプ 等

• 清浄にして豊富低廉な水道水を供給するための水道施設は次のものがある。

P9

P10

P11

P11



真岡市の水道



水道事業のこれまで

法　適　用

統　合

真岡市水道事業に統合

(平成26年4月)

旧真岡市で北部簡易水道事業供用開始

(平成7年4月)

公営企業会計移行

(昭和43年4月)

真岡市水道事業に統合

(平成12年4月)

統　合

旧真岡市で真岡市上水道

(昭和36年12月創設)

旧真岡市で真岡市上水道事業供用開始

(昭和39年4月創設)

旧二宮町で東部簡易水道事業供用開始

(昭和55年4月)

旧二宮町で二宮町上水道事業供用開始

(昭和56年4月)

旧真岡市で東部簡易水道事業供用開始

(昭和61年4月)

図2-1真岡市給水区域図
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水道事業の概要

◼ 水道事業の沿革

• 真岡市の水道は、昭和36年12月に旧真岡市で真岡市上水道として創設。
• 計画給水人口：66,783人
• 計画1日最大給水量24,766㎥

真岡市上水道を
公営の水道事業として運営。

→現在は・・・

▽水道事業のこれまで
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水道のしくみ

• 水源の水が使用者のもとへ届くまでには、浄水場をはじめとする様々な施設によって、安全にいつでも水を使う
ことができるような取組が行われています。

井 戸

着 水 井

滅 菌 室

配 水 池

高架水槽

各ご家庭
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水道施設の状況

◼ 取水施設・・・（深井戸等の各井戸）

R7.3.31 現在

給水区域 水源種別

石法寺浄水場 1号井 1,400 ｍ3/日 昭和52年 47
〃 2号井 1,100 〃 昭和54年 45
〃 3号井 1,000 〃 昭和58年 41
〃 4号井 1,100 〃 昭和62年 37
〃 5号井 1,000 〃 平成19年 17
〃 6号井 900 〃 平成4年 32
〃 7号井 1,000 〃 昭和54年 45
〃 8号井 1,800 〃 平成1年 35
〃 9号井 900 〃 平成4年 32
〃 10号井 900 〃 平成22年 14
〃 11号井 900 〃 令和5年 1
〃 12号井 900 〃 令和5年 1

荒町配水場 2号井 1,000 〃 昭和61年 38
〃 3号井 1,000 〃 平成14年 22
〃 4号井 1,100 〃 令和5年 1

大谷台配水場 1号井 600 〃 昭和53年 46
〃 2号井 800 〃 昭和53年 46

台町水源地 - 〃 昭和51年 48
大田山水源地 900 〃 昭和49年 50
西田井浄水場 1号井 300 〃 昭和61年 38
京泉浄水場 1号井 500 〃 平成5年 31

〃 2号井 600 〃 平成8年 28
久下田浄水場 第3水源 1,500 〃 昭和54年 45

〃 第4水源 1,700 〃 平成2年 34
〃 第5水源 1,300 〃 平成19年 17

三谷浄水場 第1号水源 1,100 〃 昭和55年 44

〃 第2号水源 800 〃 平成16年 20

その他 5,000 〃

計画取水量（合計） 31,100 〃

三谷配水区

県水（受水）

建設年度水系・河川名又は種別 計画取水量 経過年数

真岡配水区

地下水

京泉・西田井配水区

久下田配水区



10

水道施設の状況

◼ 浄水施設・・・（浄水場、配水場）

R7.3.31 現在

給水区域 浄水場名 経過年数

石法寺浄水場 昭和54年 45 12,200

荒町配水場 昭和39年 60 2,000

大谷台配水場 昭和43年 56 2,100

大田山水源地 昭和49年 50 1,100

台町水源地 昭和51年 48 1,100

京泉浄水場 平成7年 29 1,200

西田井浄水場 昭和61年 38 300

久下田配水区 久下田浄水場 昭和56年 43 3,300

三谷配水区 三谷浄水場 昭和55年 44 1,150

真岡配水区

京泉・西田井配水区

浄水能力（㎥/日）建設年度
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水道施設の状況

◼ 送水・配水施設・・・（配水池、高架水槽）

R7.3.31 現在

給水区域 施設区分 施設区分 施設数

配水池 2 8,100

高架水槽 1 2,500

荒町配水場 配水池 2 1,040

大谷台配水場 配水池 2 730

大田山水源地 ー ー

台町水源地 ー ー

京泉浄水場 配水池 1 678

西田井浄水場 配水池 1 227

久下田配水区 久下田浄水場 配水池 － 1,751

三谷配水区 三谷浄水場 配水池 3 706

真岡配水区

京泉・西田井配水区

石法寺浄水場

配水池容量（㎥）

ー

ー
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水道施設の状況

◼ 管路概要・・・（配水管、送水管、導水管）

• 真岡市が管理する管路は総延長約825㎞（令和6年度末）あり、これまで管路を適切に管理するため、定期的な
点検と継続的な漏水調査を行い、老朽化した管路を計画的に更新してきました。

昭和30年代後半～
布設のはじまり

平成6年代
布設のピーク

給水区域拡張終了
減少傾向

(単位：ｍ)
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• 今後真岡市の水道管路は老朽化が急速に進んでいきます。40年を経過した管路を経年化管路といい、60年を経
過した管路を老朽化管路と言います。

• 令和5年度末時点、約61㎞の経年化管路があります。令和15年度には約234㎞、令和25年度には約568㎞が経年
化管路になる予測です。また、令和25年度には老朽化管路も約61㎞となります。

◼ 水道管の老朽化の推移
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• 今後は法定耐用年数40年を経過する管路や法定耐用年数60年を経過する施設が多く出てくることから、老朽化し
た管路や施設の更新及び耐震化を計画的に実施していく必要があります。

水道施設の状況

◼ 水道施設の老朽化の推移
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(%)

（年度）
（単位：％) R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

有形固定資産原価償却率 53.14 54.58 56.00 57.35 59.17 60.31 61.33 62.44 63.65 63.70 64.47 60.66 61.43 61.98 62.76
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水道の業務量

区 分 説 明 令和6年度末

年度末給水人口 給水区域内に居住し、水道により給水を受けている人口。 65,711 人

年度給水世帯 給水区域内に居住し、水道により給水を受けている世帯。 28,235 世帯

年間総配水量 浄水所や配水場から各家庭などに送り出した一年間の水の量。 7,433,935 ㎥

年間総有収水量 料金徴収の対象となった収入がある水量のこと。 6,500,438 ㎥

有収率 施設の稼働が収益につながっているか判断する指標。有収水量を配水量
で除して算出。 87.4 ％

一日最大配水量
1 日当たりの配水量のうち、年間で最大となった日の配水量。
※配水量は、配水ポンプなどから配水管に送り出された水量のこと。 22,393 ㎥

一日平均配水量 年間総配水量を年日数で除したものをいう。 20,367 ㎥

一日平均有収水量 年間総有収水量を年日数で除したものをいう。 17,809 ㎥

職員一人当たり給水人口
職員1人当たりの生産性について、給水人口を基準として把握するための
指標。 5,476 人

職員一人当たり配水量 配水量の規模に照らして、人員数が適切であるかを示す。 619,495 ㎥



16

• 真岡市の行政区域内人口は、過疎化や少子高齢化などにより平成24年度から令和5年度にかけて2,923人減少し、
それに伴い給水人口も年々減少傾向となっています。

• 給水普及率は、平成24年度から令和5年度にかけて微増しています。

水道の普及状況

◼ 給水人口及び普及状況
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• 総配水量は、過疎化や少子高齢化などの人口減少によって、平成24年度から令和2年度にかけて648,000㎥増加
し、それに伴い有収水量も令和2年度まで増加傾向となっています。しかし、令和2年度以降は減少傾向に転じ、令
和2年度から令和5年度にかけて223,000㎥減少し、それに伴い有収水量も減少傾向にあります。また、配水量の減
少よりも有収水量の減少の幅が大きいため、有収率も2.51ポイント減少しています。

水道の普及状況

◼ 有収水量及び有収率
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